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東日本大震災から８年東日本大震災から８年
石巻市南浜地区復興祈念公園

（仮称・2020年度末 完成予定）計画について
〝がんばろう石巻〟看板がある石巻市南浜地区は、
下記基本理念のもと、追悼と鎮魂、そして防災
について見つめ考える場として整備されます。

〈基本理念〉
まちと震災の記憶をつたえ ・

生命（いのち）のいとなみの杜をつくり ・
人の絆（きずな）をつむぐ 

　3.11で震災から8年経過になります。復興庁・宮城県・石巻市の復興計画が2020
年を目途に策定されていることは皆さんご存知でしょうか。これは阪神淡路大震災時より
2倍以上の時間を要しています。IMGUでは〝この震災を忘れない、風化させない、仙
台三越のサテライトショップがある宮城県石巻市の地を元気にしたい〟との思いで、石巻

ボランティア等の東北支援活動を2012年度より実施してきました。復興計画は発展期に入り町並みは整えられてきました。
2020年度末には、石巻市南浜地区復興記念公園（仮称）が、東日本大震災により犠牲となったすべての生命（いのち）への 追
悼と鎮魂の思いとともに防災について見つめ考える場として整備される予定です。
　IMGUでは東北支援活動を継続的に実施し、石巻の方々に笑顔を届け、東北の復興を見守り、寄り添うことを実行します。
自分達に何ができるかを常に考え、実行に移していきましょう。
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震災を忘れず、今できることを考えよう！



もう一度、
基本を確認しよう！
〈〈〈 業務中に大地震が発生した時 〉〉〉

〈〈〈 避難時の備えとして 〉〉〉

・自分の身の安全を守る
・お客様の安全を呼び掛ける
・出火防止・初期消火につとめる

・店内案内で「避難行動のお知らせ」を聴く
・お客様の安全避難誘導に集中する
・要援護者の避難を支援する
・エレベーター内の閉じ込めを点検、
　あれば救出作業を行う　など

1Firststep

2Secondstep

大地震はいつ発生するか
わかりません。
日頃からの地震に対する
意識醸成や備えが大切です。

避難時の備えとして、非常用持ち出し袋を準備して
おきましょう。災害時は、自宅に留まれない場合も想
定されます。避難先で使用する必要最低限のものを
玄関近くや車の中に保管しておきましょう。

■深夜に最大震度7の大規模地震
　直後の全道停電「ブラックアウト」発生

　午前3時過ぎに近年経験がない大きな揺れがあり、直後
に大規模な停電が発生しました。
発生後はすぐに回復するだろうと考えていましたが、地域に
よって2日間停電が続きました。
　電気が断たれ、長期化への不安から生活物資の売り切れ、
供給が止まった経験から、自宅の災害備蓄品、家族や職場
との連絡手段である携帯電話の充電確保などへの備え不足
を強く感じ、普段電気があることの有難さを感じました。
　また、今回は暖かい時期だったことが幸いしました。北海
道の真冬を想定した場合、相当の防寒対策の必要性も強く
感じました。

■対策本部設置、従業員の安否確認と営業判断

　幸い従業員に大きな被害や怪我はありませんでした。対
策本部設置後、マニュアルをもとに様々な対応を進めました
が、実際の災害対応に直面し改めて捉えた課題が多くありま
した。
　特に全従業員の安否確認、営業判断や出勤対応連絡につ
いては、電源喪失や限られた災害対応人員で、漏れなく素
早く把握や伝達をすることには非常に時間を要した場面があ
りました。
　今回の震災教訓から、課題解決策をマニュアルに加筆修
正、特に安否確認や連絡網の管理体制を再整備しています。
あれから半年、今一度災害に備える重要性を啓発していき
ます。

労働組合では、社会貢献活動の一環として、震災以降、復興公営住宅での
お掃除などボランティア活動を継続して行っています。

IMGUでは
東北支援活動を
継続実施します。

是非、
ご参加ください！

●対　　象： グループ各社で勤務する従業員（非組合員・取組先従業員も可）とその家族、
 ＯＢ・ＯＧ共済会員とその家族
 ※従業員は非組合員・お取組先の方も対象
 ※参加家族の対象は2親等以内かつ中学生以上（家族のみの参加は不可）
●募集人数： 各回25名まで　※定員にて締め切り、最少催行人数5名
●日　　時： 2019年５月 ①22日（水）・23日（木）　②25日（土）・26日（日）
  ③28日（火）・29日（水）

2018年9月6日に発生した
北海道地震時の対応と
今後に生かすべきこと
北海道統括支部委員長 玉谷 謙一朗さん

初めての方こそ
大歓迎！

クリック・タップで
直接サイトへ

石巻ボランティアにみんなで参加しよう！

意識しよう！準備しよう！
今からできる防災対策
意識しよう！準備しよう！
今からできる防災対策

【非常用持ち出し袋に収納する推奨アイテム】

懐中電灯・毛布・食品・携帯ラジオ
電池・現金・ヘルメット・ライター
缶切・救急箱・防災頭巾
ロウソク・ナイフ・貯金通帳
軍手・水・衣類・印鑑　など

https://www.imgu.or.jp/

